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1．平成 23 年 3 月期第１四半期の連結業績（平成 22 年 4 月 1 日～平成 22 年 6 月 30 日） 

 (1)連結経営成績(累計)                                               （％表示は対前年同四半期増減率） 

 経常収益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23 年 3 月期第 1 四半期 3,932 △7.8 △465 ― △488 ― 

22 年 3 月期第 1 四半期 4,266 △5.3 △868 ― △877 ― 

 

 １株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期純利益 

 円 銭 円 銭 

23 年 3 月期第 1 四半期 △2.12 ― 

22 年 3 月期第 1 四半期 △3.81 ―    
 
 

(2)連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率（注） １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭

23 年 3 月期第 1 四半期 621,107 23,275 3.7 100.71

22 年 3 月期 607,779 24,603 4.0 106.45  
（参考）自己資本 23 年 3 月期第 1 四半期 23,148 百万円 22 年 3 月期 24,469 百万円 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 

 

2．配当の状況 

 年間配当金 

 第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計 
 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22 年 3 月期 ― 0.00 ― 1.00 1.00

23 年 3 月期 ―  

23 年 3 月期 
（予想）  0.00 ― 1.50 1.50

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無 

 

3．平成 23 年 3 月期の連結業績予想（平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日） 

 （％表示は、通期は対前期、第 2 四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第 2 四半期(累計) 8,200 △7.5 600 82.0 700 53.9 3.04

通期 16,500 △9.9 1,200 396.5 1,500 285.6 6.52

（注）連結業績予想値の当四半期における修正の有無  無



 

4．その他  （詳細は、【添付資料】Ｐ．3「その他の情報」をご覧下さい。） 

(1)当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

 新規   社 (社名) ― 、除外   社 (社名) ― 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 

(2)簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 

(3)会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・

手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 

(4)発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23 年 3 月期 1Ｑ 230,000,000 株 22 年 3 月期 230,000,000 株

② 期末自己株式数 23 年 3 月期 1Ｑ 157,687 株 22 年 3 月期 156,779 株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23 年 3 月期 1Ｑ 229,842,448 株 22 年 3 月期 1Ｑ 229,848,068 株

 
 
 
 

 

 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点

において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項） 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前

提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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1. 当四半期の連結業績に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

① 金融経済環境 

当第１四半期における国内の金融経済環境をみると、企業の収益や業況感が回復しており、設備投資について

も持ち直しに転じつつあり、緩やかな回復基調がうかがえます。雇用や所得水準についても厳しい状況にはある

ものの、以前よりは幾分和らいでいます。 

当行企業グループが主たる営業基盤とする福島県の経済も、厳しい環境にあるものの製造業を中心に持ち直し

つつあります。しかし、個人消費については、一部で各種政策の効果から持ち直しが持続しているものの、雇用

や所得情勢は依然として厳しく、全体としては低迷が続いております。 

このような状況にあって、当行は中期経営計画である「地力強化計画」に取り組み、①「現場力の強化」、②「人

材の育成」、③「業務の高度化」の３つを柱として、顧客サービスの向上と地域密着型金融の推進に努めておりま

す。 
 

② 損益の状況 

当第１四半期連結累計期間の損益の状況は、経常収益につきましては、金融緩和のもと資金運用利回りが引続

き低下し、貸出金利息及び有価証券利息配当金が共に減少したことから、前年同期比 3億円減少し 39 億円となり

ました。一方、経常費用は、株式の減損処理費用が大幅に減少しましたが、一般貸倒引当金を積み増ししたこと

から、前年同期比 7億円の減少に止まり 43 億円となりました。 

この結果、経常損益は前年同期比 4 億円改善したものの、4 億円の経常損失となり、四半期純利益についても、

4億円の四半期純損失となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

① 預貸金等の状況 

当第１四半期連結会計期間中の総預金（譲渡性預金を含む）は、公金預金や個人預金の増加を主因に前期末比

99 億円増加し、残高は 5,791 億円となりました。 

貸出金は、住宅ローンが引続き増加したものの、事業性貸出が減少したことを主因に、前期末比 76 億円減少し

残高は 4,355 億円となりました。 

有価証券は、国債を中心に購入を進めたことから、前期末比 109 億円増加し残高は 1,121 億円となりました。 

投資信託等の預かり資産は、販売額が 39 億円（前年同期 21 億円）となりましたが、投資信託の基準価格の下

落を主因に、前期末比 21 億円減少し、残高は 717 億円となりました。 
 

② 自己資本比率の状況 

当第１四半期連結会計期間末の連結自己資本比率は、平成 22 年 3 月末比 0.02 ポイント低下し 9.70％となりま

した。これは、四半期の純損失によって自己資本が減少したことによるものです。なお、四半期連結会計期間末

の自己資本比率につきましては、住宅ローンのリスクアセットを一部簡易的な方法により算出しております。 
 

③ 不良債権の状況 

当第 1四半期会計期間末の不良債権残高（金融再生法基準、単体ベース）につきましては、平成 22 年 3月末比

5億円減少し190億円となりました。不良債権比率につきましては、平成22年3月末比0.04ポイント低下し4.34％

となりました。なお、不良債権額につきましては、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」のうち無価値と認め

られる部分の一部について、直接償却相当額として当該金額を控除して計算しております。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間では損失となりましたが、一般貸倒引当金を積み増しした結果であり、これは前期

の大口先倒産が貸倒引当率に影響しているもので、その水準は当初予想の範囲に収まっていることから、平成 23

年３月期通期及び第２四半期連結累計期間の連結業績予想につきましては、平成 22 年５月 14 日に公表いたしま

した数値に変更はありません。 
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2. その他の情報 

  (1) 重要な子会社の異動の概要（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

① 税金費用の計算 

法人税等につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりますが、納付税額の算出に係る加減算項

目及び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。 

② 繰延税金資産の回収可能性の判断 

繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、一時差異等の発生状況について前連結会計年度末から大幅

な変動がないと認められるため、同年度末の検討において使用した将来の業績予測及びタックス・プランニング

の結果を適用しております。 
 

（特有の会計処理） 

一部の連結子会社の税金費用は、当第１四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該実効税率を乗じることにより算定しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（会計処理基準に関する事項の変更） 

① 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理基準に関する当面の取扱い」の適用 

 当第１四半期連結会計期間から「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第 16 号平成 20 年３月 10 日公表分）

及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第 24 号平成 20 年３月 10 日）を適

用しております。 

 なお、これによる影響はありません。 

② 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間から「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号平成 20 年３月 31 日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号平成 20 年３月 31 日）を適用

しております。 

これにより、経常損失は 0 百万円、税金等調整前四半期純損失は 35 百万円増加しております。また、当会計基

準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 35 百万円であります。 
 

（表示方法の変更） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号平成 20 年 12 月 26 日）に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成 21 年３月 24 日内閣府令第５号）の適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純損失(△)」の科目で表示しております。 
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3.四半期連結財務諸表 
 (1)四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 42,275 36,291

商品有価証券 184 186

金銭の信託 1,696 1,723

有価証券 112,118 101,143

貸出金 435,590 443,190

外国為替 214 33

リース債権及びリース投資資産 3,393 3,418

その他資産 13,538 8,312

有形固定資産 13,766 13,971

無形固定資産 907 913

繰延税金資産 5,964 5,960

支払承諾見返 749 883

貸倒引当金 △9,292 △8,249

資産の部合計 621,107 607,779

負債の部   

預金 572,670 569,249

譲渡性預金 6,500 －

借用金 1,005 1,062

社債 3,700 3,700

その他負債 8,588 3,556

退職給付引当金 2,209 2,245

役員退職慰労引当金 161 199

睡眠預金払戻損失引当金 46 46

利息返還損失引当金 2 2

繰延税金負債 1 －

再評価に係る繰延税金負債 1,098 1,098

負ののれん 1,099 1,131

支払承諾 749 883

負債の部合計 597,832 583,176

純資産の部   

資本金 18,127 18,127

資本剰余金 5,688 5,688

利益剰余金 48 777

自己株式 △13 △13

株主資本合計 23,851 24,579

その他有価証券評価差額金 △1,329 △727

土地再評価差額金 626 616

評価・換算差額等合計 △702 △110

少数株主持分 126 134

純資産の部合計 23,275 24,603

負債及び純資産の部合計 621,107 607,779
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 (2)四半期連結損益計算書 
  【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年６月30日) 

経常収益 4,266 3,932

資金運用収益 2,967 2,685

（うち貸出金利息） 2,632 2,422

（うち有価証券利息配当金） 325 255

役務取引等収益 438 500

その他業務収益 37 94

その他経常収益 823 651

経常費用 5,135 4,397

資金調達費用 474 349

（うち預金利息） 434 311

役務取引等費用 243 251

その他業務費用 121 0

営業経費 2,011 2,054

その他経常費用 2,283 1,741

経常損失（△） △868 △465

特別利益 30 44

償却債権取立益 30 44

特別損失 2 51

固定資産処分損 2 15

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 35

税金等調整前四半期純損失（△） △840 △471

法人税等 37 24

少数株主損益調整前四半期純損失（△）  △495

少数株主損失（△） △1 △7

四半期純損失（△） △877 △488
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

 
当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）   

 
該当事項はありません。 

 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 
当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）   

 
該当事項はありません。 
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4．参考資料 
 

○平成 23 年３月期第１四半期決算の概要 
 
 

１．損益 【単体】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
                                        （単位：百万円） 

平成23年３月期
第１四半期 

平成22年３月期
第１四半期 

前年 
同四半期比 

 
 

（Ａ） （Ｂ） （Ａ－Ｂ）  

平成22年９月 
中間期業績予想 

（参考） 
平成22年３月期

実績 

経常収益 3,323 3,510 △187 7,000 15,823

業務粗利益 2,683 2,624 59   12,215 

 資金利益 2,338 2,498 △160   10,348 

 役務取引等利益 249 211 38   807 

 その他業務利益 94 △84 178   1,059 

 （うち国債等債券損益） (91) (△87) (178)  (583)

経費（除く臨時処理分） 1,983 1,939 44   7,736 

人件費 854 870 △16   3,438 

物件費 958 880 78   3,754  

税金 170 188 △18   542 

業務純益（一般貸倒繰入前） 699 684 15   4,479 

コア業務純益 607 771 △164   3,896 

一般貸倒引当金繰入額   ① 542 △103 645   △646 

業務純益  157 787 △630   5,125 

臨時損益  △676 △1,765 1,089   △5,040 

うち不良債権処理額 ② 499 498 1   3,538 
 

うち株式等関係損益  △30 △1,245 1,215   △1,632 

（貸倒償却引当費用）①＋② (1,041) (395) (646)   (2,892)

経常利益（△は経常損失） △518 △977 459 600 85

特別損益 △6 28 △34   237 

税引前四半期(当期)純利益 

（△は純損失） 
△525 △949 424   323 

法人税等 5 5 ―   22 

四半期（当期）純利益 
（△は純損失） △531 △954 423 700 300

 （注）金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。  

○ 当第１四半期の経常収益は、前年同期比 5.3%減少し 3,323 百万円となりました。減少の主な要因
は、貸出金利回りの低下に伴い資金利益が減少したことによるものです。 

○ 経常利益は、前年同期比 459 百万円改善し 518 百万円の損失、四半期純利益は同 423 百万円
改善し 531 百万円の損失となりました。これは、株式の減損処理による損失が大幅に減少した一
方、信用リスクに備え一般貸倒引当金を積み増ししたことによるものです。 

○ 当第１四半期の業績は経常利益、四半期純利益ともに損失を計上しておりますが、概ね当初計
画とおりの進捗となっているため、平成 23 年 3 月期第２四半期累計期間及び通期の業績予想に
変更はありません。 
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２．主要勘定【単体】 
 

 （１）預金（譲渡性預金を含む）、預かり資産 

 

 

 

 

 

  ①預金（譲渡性預金を含む）                              （単位：億円） 

  
 平成22年６月末 

平成22年３月末比 平成21年６月末比
平成22年３月末 平成21年６月末

総預金（末残） 5,798 98 △32 5,699 5,830

 うち個人預金 4,594 12 △45 4,581 4,639

 

 ②預かり資産                                          （単位：億円） 

  
 平成22年６月末 

平成22年３月末比 平成21年６月末比
平成22年３月末 平成21年６月末

預かり資産 717 △21 24 738 692

 投資信託 359 △30 10 389 348

 公共債（国債等） 75 △3 △1 78 76

 保険 282 12 15 270 267

 
 

 （２）貸出金 
 
 
 
 
 
 

 

                                              （単位：億円） 

  
 平成22年６月末 

平成22年３月末比 平成21年６月末比
平成22年３月末 平成21年６月末

貸出金（末残） 4,381 △77 △52 4,458 4,434

 うち消費者ローン 1,381 3 38 1,378 1.343

  住宅ローン 1,280 6 47 1,273 1,232

  その他ローン 101 △2 △8 104 110

 

（参考）中小企業等貸出 

                                             （単位：億円、％） 

  
 平成22年６月末 

平成22年３月末比 平成21年６月末比
平成22年３月末 平成21年６月末

中小企業等貸出残高 3,423 △71 △107 3,495 3,530

中小企業等貸出金比率 78.1 △0.2 △1.5 78.3 79.6

 

 

○ 平成 22 年 6 月末の預金残高（譲渡性預金を含む）は、3 月末比 98 億円増加し、5,798 億円（前期
末比 1.7％増）となりました。これは主に、個人預金及び公金預金が増加したことによるものです。

○ 6 月末の預かり資産残高は、投資信託の基準価格の下落から 3 月末比 21 億円減少し、717 億円
（前期末比 2.9％減）となりました。 

○ 平成 22 年 6 月末の貸出残高は 3 月末比 77 億円減少し、4,381 億円（前期末比 1.7％減）となりまし
た。住宅ローンは増加傾向にあるものの、事業性貸出が減少したことによるものです。 
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３．有価証券 【単体】 

 

 

 

 

 

 

  

（１）期末残高 

                                                （単位：億円） 

  
 平成22年６月末 

平成22年３月末比 平成21年６月末比
平成22年３月末 平成21年６月末

国債 591 82 153 508 437

地方債 18 7 △16 10 34

社債 213 18 30 194 182

株式 62 △2 △5 65 68

その他の証券 239 3 9 236 230

合計 1,125 109 170 1,015 954

 

（２）「その他有価証券」の評価損益（△は含み損） 

                                                （単位：億円） 

  
 平成22年６月末 

平成22年３月末比 平成21年６月末比
平成22年３月末 平成21年６月末

株式 △5 △3 △7 △2 1

債券 6 2 3 4 3

その他 △14 △5 △1 △8 △12

合計 △13 △6 △5 △7 △7

（注）変動利付国債については、合理的に算定された価額によっております。 

 

 

４．自己資本比率（国内基準） 
 

 

 

 

 
 
 

                            （単位：％） 

  
 平成22年６月末 

平成22年３月末比 平成21年６月末比
平成22年３月末 平成21年６月末

単体自己資本比率 9.71 △0.04 0.30 9.75 9.41

 単体 TierⅠ比率 7.54 △0.06 0.39 7.60 7.15

連結自己資本比率 9.70 △0.02 0.31 9.72 9.39

 連結 TierⅠ比率 7.53 △0.05 0.39 7.58 7.14

 

○ 平成 22 年 6 月末の有価証券残高は 3 月末比 109 億円増加し、1,125 億円（前期比 10.8％増）と
なりました。これは主に、国債を中心に債券を購入したことによるものです。 

○ 6 月末の「その他有価証券」の評価損は 3 月末比 6 億円増加し、13 億円となりました。これは主
に、株式市況の低迷から保有株式価額が下落したこと、円高の進行等から保有投資信託の時
価が下落したことによるものです。 

○ 平成 22 年 6 月末の単体自己資本比率は、前期末比 0.04 ポイント低下し、9.71％となりました。
連結自己資本比率は、前期末比 0.02 ポイント低下し、9.70％となりました。 

○ 6 月末の TierⅠ比率は単体 7.54％、連結 7.53％となりました。 
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５．不良債権 【単体・金融再生法開示基準】 

 

 

 

 

 

 

                                              （単位：億円） 

債権の区分 平成22年６月末 平成22年３月末比 平成21年６月末比 平成22年３月末 平成21年６月末

破産更生債権及び 
これらに準ずる債権 111 △4 9 116 102 

危険債権 73 △0 △19 74 92 

要管理債権 5 △0 △0 6 6 

 小 計  （Ａ） 190 △5 △11 196 202 

正常債権 4,206 △84 △50 4,291 4,257 

 合 計  （Ｂ） 4,397 △90 △61 4,488 4,459 

 

総与信に占める開示 
債権の割合（Ａ）/（Ｂ） 4.34％ △0.04％ △0.19％ 4.38％ 4.53％ 

（注）「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」のうち無価値と認められる部分の一部について、直接償却相当額

として当該金額を減額して表示しております。 

 

 

以 上 

○ 平成 22 年 6 月末の不良債権残高は、3 月末比 5 億円減少し 190 億円（前期末比 3.0％減）となり
ました。 

○ 6 月末の不良債権比率は、3 月末比 0.04 ポイント低下し、4.34％となりました。 

＜不良債権推移＞
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